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●連結業績の推移

売上高（百万円）
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（単位：百万円）

56期 57期 58期 59期
中間期 通期 中間期 通期 中間期 通期 中間期

業績の要約

売上高 17,130 41,580 23,952 54,837 30,732 63,345 27,612

経常利益 695 2,859 2,347 5,500 3,415 6,589 2,336

当期純利益 486 1,863 1,505 3,347 2,226 4,474 1,643

1株当たり当期純利益（円） 38.18 146.24 117.64 257.75 167.25 323.52 116.54

年度末の財政状態

総資産 23,292 24,840 29,333 32,709 41,887 40,857 41,985

自己資本 10,489 11,791 13,242 14,809 23,007 24,891 26,404

自己資本比率 45.0% 47.5% 45.1% 45.3% 54.9% 60.9% 62.9%

有利子負債 7,501 7,975 8,277 8,877 8,705 8,029 7,549

その他のデータ

設備投資 745 1,220 1,759 3,142 1,940 5,587 2,147

減価償却費 450 1,043 440 1,070 572 1,468 755

1株当たり配当金（円） ― 12.50 ― 20.00 15.00 40.00* 25.00

*年間の配当額です

創業以来、私たちタムロンは世界光学工業界のトップを目指して、常に独創性を重んじ、

妥協を許さない姿勢で、光学技術を核に成長してまいりました。

これからも、タムロンは産業の眼を創造し、光とともに進化していきます。

そして、「失敗を恐れないアクティブ＆チャレンジ」を合言葉に、

常にお客様に感動される商品とサービスを提供することを目標としています。

ここに、21世紀の価値創造型企業をめざすべく、4つの長期戦略テーマを策定しました。

これを変革の道しるべとして経営活動を進めていきます。

産 業の眼を創造貢献する タムロン
常にお客さまに感動される商品とサービスを求めて・・

長期戦略テーマ

1 光学技術の錬磨蓄積と光学を核とした電子技術の強化
技術で世界をリードする創造型企業を目指します。光学技術を中核とし、
機構、電子、デジタルを融合した『光』技術の分野を経営領域として成長
します。

2 販売・生産・開発の国際化展開
経営のグローバル化を進展させるとともに経営品質の国際水準に対応でき
る企業を目指します。

3 変化を見透かした新規事業の開拓
既存事業の強化進展とともに次代の成長事業に迅速に対応できる機動力と
自ら市場創造する開拓型企業を目指します。

4 21世紀の人材の育成
当社のミッション（使命）を理解し仕事に挑戦し続け、そして幸せな生活
や心身の健康といった自らの人生を大切にする人。調和のとれた21世紀
型人材を応援し育成します。
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株主の皆様方には、ますますご清祥のこととお慶び申し上げ

ます。ここに当社第59期中間期（平成17年1月1日から平成

17年6月30日まで）の営業概況についてご報告申し上げます。

今期の業績について、ご説明いたします

当中間連結会計期間の世界経済は、原油価格高騰による影響

が懸念されましたが、米国経済は設備投資、住宅投資が堅調に

推移し、雇用環境の改善持続により個人消費が概ね順調に推移

したことで、拡大基調を堅持しました。欧州経済は停滞基調と

なりましたが、アジアでは中国経済が原材料価格高騰の影響に

より企業業績がやや停滞気味に推移しましたが、生産、輸出と

も堅調に推移したことから、総じて緩やかな回復を続けました。

一方我が国経済は、輸出の回復が遅れているものの、雇用、

賃金の改善により個人消費に明るさが出始めたことから景気は

回復基調を維持しました。

当社関連市場においては、デジタルカメラ市場は国内におけ

るコンパクトタイプの価格下落傾向が続きましたが、デジタル

一眼レフタイプは国内外とも需要が拡大しました。

このような環境のもと当社グループは「産業の眼を創造貢献

するタムロン」をブランドメッセージに掲げ、需要が拡大して

いるデジタル一眼レフ用交換レンズの新製品2機種を発売した

ほか、携帯電話用レンズユニットを発売いたしましたが、従来

ごあいさつ

●営業概況と今後の課題

平成17年9月

代表取締役社長　小野守男

（5）国内金型工場の立上げと製造革新によるリードタイム

の短縮

（6）グループ管理体制強化による収益力強化とコンプライ

アンス体制の確立

（7）内部統制の整備と運用

（8）グローバル情報システムの構築による全社業務改革

と在庫圧縮の推進

（9）キャッシュ・フロー経営の推進と連結バランスシー

トの改善

（10）ISOを中心としたグループ企業の環境改善活動推進と

品質マネジメントシステムの一層の向上

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援とご指

導を賜りますようお願い申し上げます。

3

から主力のデジタルカメラ用レンズが前年同期比売上減少とな

りました。このような結果、当中間連結会計期間の売上高は、

276億12百万円（前年同期比10.2％減）となりました。利益

面については、国内外において原価低減に注力いたしましたが、

経常利益で23億36百万円（前年同期比31.6％減）、中間純利

益で16億43百万円（前年同期比26.2％減）となりました。

今後の課題につきまして

中長期戦略に基づき当社グループはデジタル技術に対応した

光学関連事業に今後も積極的に経営資源を投入し、光技術をも

って社会に貢献すべく「産業の眼を創造貢献するタムロン」を

グループ全体のブランドメッセージとして企業革新を一層進め

てまいります。

対応する主な課題は以下のとおりです。

（1）「産業の眼を創造貢献するタムロン」として各事業とも

魅力的な新製品を積極的に市場投入する

（2）プロジェクター光学デバイス事業の拡充

（3）光学技術を中心とした要素技術開発と知的財産戦略の

強化推進

（4）海外生産並びに海外調達、さらに国内工場の原価低減

活動の一層の推進
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レンズ関連
59％

特機その他
16％

写真関連
25％

当中間期（平成17年12月期）

写真関連事業は、デジタル一眼レフカメラの生産、出荷額が大き

く伸長するなか、平成17年3月に発売いたしましたデジタル一眼レ

フカメラ専用の超小型軽量・高倍率ズームレンズAF18-200mm

F/3.5-6.3 XRDi （Model A14）は市場で高い評価を得て、TIPA

アワード/Best Consumer Lens of the Year 2005 in Europe

を受賞しました。また5月発売の超広角ズームレンズ SP AF11-

18mm F/4.5-5.6 Di （Model A13）の販売も好調に推移いたし

ました。

このような結果、写真関連事業の売上高は69億5百万円（前年同期

比47.0％増）、営業利益で8億28百万円（前年同期比484.9％増）

となりました。

ビデオカメラ用レンズは好調に推移し、携帯電話用レンズユニット

の供給を5月に開始いたしましたが、主力のデジタルカメラ用レン

ズが昨年後半から続く市場全体での在庫調整並びに単価下落の影響

を受けました。

このような結果、レンズ関連事業の売上高は163億89百万円

（前年同期比24.4％減）、営業利益で25億14百万円（前年同期比

32.9％減）となりました。

事業報告

●売上構成比較

CCTVカメラ用レンズでは、国内外のセキュリティーニーズの高

まりによる需要に加えて、2.2mm F/1.2(超広角IR対応)等新製品

の投入により概ね順調に推移しました。

一方、プロジェクター光学デバイス事業では、リアプロジェクシ

ョンTV用光学部品の開発に注力いたしましたが、開発費の負担も

重なりました。

このような結果、特機その他事業の売上高は43億17百万円（前年

同期比0.7％減）、営業利益で1億円（前年同期比54.2％減）となり

ました。

レンズ関連
71％

特機その他
14％

写真関連
15％

前中間期（平成16年12月期）

AF18-200mm F/3.5-6.3 XR Di
LD ASPHERICAL [IF] Macro

SP AF11-18mm F/4.5-5.6 Di
LD ASPHERICAL [IF]

デジタルカメラ用レンズ

ビデオカメラ用レンズ

プロジェクター用光学系

CCTVカメラ用レンズ

デバイス製品群（原器）

金型

●写真関連事業 ●レンズ関連事業 ●特機その他事業
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精密光学部品の塊、プロジェクターの光学エンジン
日本においては、薄型大画面テレビはプラズマや液晶が主流ですが、海外（特に米国）においては、画面の大

きさに対するコストや維持費が安く、これらの薄型テレビと比べても同等の設置スペースしか必要としないリ

アプロジェクションTVの需要が高く、従来の液晶デバイスよりも明るいＬＣＯＳなどの新デバイスの登場に

より、より大きな成長が期待されています。そのリアプロジェクションTVの心臓部とも言える、「光学エンジ

ン」のコアとなる投射レンズやプリズムを、タムロンは製造・供給しています。

カメラ付き携帯モジュール
世界的な広がりを見せているカメラ付携帯電話。レンズは光学ガラスを使った高画素化時代の到来、タムロン

の技術がこれから注目されます。それは超小型化に対応できるガラスモールド非球面レンズ、高解像化に対

応できる各種精密光学技術、機構技術、精密自動組立技術などです。国内・海外からも注目されつつあります。

こんなところにもタムロンが！？特集

！

！

屈折光学系
を使用して
いる例 プロジェクター

投射レンズ

携帯電話用
レンズ
ユニット

リアプロジェク
ションTV

携帯電話用
カメラ

トピックス

1 2

3 4

株式分割
1株当たりの投資金額の引下げを行い、当社株式の流動性向上及び

投資家層の拡大を図るとともに、株主の皆様への利益還元を目的

とし、平成17年6月30日最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載

又は記録された株主の所有株式1株につき2株の割合をもって分割

いたしました。

TIPAアワード/Best Consumer Lens of the
Year 2005 in Europeを受賞
AF18-200ｍｍ F/3.5-6.3 XR Di LD ASPHERICAL [IF]

Macro（Model A14）が受賞致しました。28mm相当から

300mm相当の画角をカバーする、デジタル一眼レフカメラ

（APS-Cサイズ相当）専用の超高倍率ズームレンズの利便性と、そ

の光学性能をヨーロッパの主要写真雑誌の編集者に高い評価を頂

きました。

タムロン製品の認知向上を目指して
出展カメラショー

●05年2月 Photo Marketing Association（米国）●05年3月

Photo Imaging Expo（日本）●05年4月 ISFEC International

Security Show（英国）●05年7月 International Optoelectronics

Exibition（日本）●05年9月 American Society for Industrial

Security（米国）＊ ●05年11月国際セキュリティーショー（中国）＊

＊出展予定

新金型工場による競争力のアップ
超精密光学部品の基幹となる金型工場が6月末に完成いたしまし

た。本格稼動の暁には、日本の匠の技術の伝承と研鑚をこの地で

行います。建築面積1969m2、延べ床面積8313m2、鉄骨造り5

階建て。金型製造を中心に、資材部門、各営業、開発部門等も入っ

ています。

Photo Imaging Expo会場の様子

IR情報
http://www.tamron.co.jp/
investors/news/index.htmlhttp://www.tamron.co.jp

さらに見やすく、使いやすく　タムロンホームページ

タムロンではホームページによる情報開示を行っています。財務情報

や製品情報、環境への取り組みなど、サイトの充実を図っています。

是非御覧ください。皆様のアクセスをお待ちしております。
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連結財務情報

● 要約連結貸借対照表 ● 要約連結損益計算書 ● 要約連結剰余金計算書

● 要約連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

区　分 当 中 間 期 前 中 間 期 前 期

平成17年6月30日現在 平成16年6月30日現在 平成16年12月31日現在

（負債の部）

流動負債 11,803,955 13,706,132 11,825,061

買掛金 3,985,100 5,428,363 3,482,649

短期借入金 4,807,328 4,459,173 4,845,350

未払法人税等 564,045 1,097,200 878,839

その他 2,447,480 2,721,394 2,618,222

固定負債 3,776,304 5,174,491 4,140,751

長期借入金 2,742,329 4,246,704 3,184,227

退職給付引当金 889,439 802,122 822,819

役員退職慰労引当金 144,536 125,665 133,704

負債合計 15,580,260 18,880,624 15,965,813

少数株主持分 ― ― ―

（資本の部）

資本金 6,923,075 6,923,075 6,923,075

資本剰余金 7,440,327 7,440,259 7,440,327

利益剰余金 12,450,084 9,161,252 11,197,882

その他有価証券評価差額金 106,425 85,726 103,130

為替換算調整勘定 △ 495,159 △ 583,765 △ 754,165

自己株式 △ 19,816 △ 19,284 △ 19,032

資本合計 26,404,935 23,007,263 24,891,218

負債、少数株主持分及び資本合計 41,985,196 41,887,887 40,857,031

（単位：千円）

区　分 当 中 間 期 前 中 間 期 前 期
自平成17年1月01日 自平成16年1月01日 自平成16年01月01日

至平成17年6月30日 至平成16年6月30日 至平成16年12月31日

売上高 27,612,089 30,732,299 63,345,260

売上原価 20,269,383 23,322,995 47,747,609

売上総利益 7,342,705 7,409,304 15,597,651

販売費及び一般管理費 4,666,561 3,919,411 8,374,025

営業利益 2,676,144 3,489,892 7,223,625

営業外収益 95,979 192,037 208,258

受取利息 4,766 2,728 7,598

為替差益 ― 129,107 94,407

その他 91,213 60,200 106,251

営業外費用 435,179 266,830 842,578

支払利息 79,734 72,809 159,190

為替差損 21,376 ― ―

たな卸資産廃棄損 258,049 102,821 524,954

固定資産除却損 27,307 40,905 48,474

その他 48,712 50,293 109,958

経常利益 2,336,944 3,415,099 6,589,305

税金等調整前中間（当期）純利益 2,336,944 3,415,099 6,589,305

法人税、住民税及び事業税 601,424 1,113,076 2,015,811

法人税等還付額 △ 43,917 ― ―

法人税等調整額 135,615 75,887 99,167

中間（当期）純利益 1,643,823 2,226,135 4,474,325

（単位：千円）

区　分 当 中 間 期 前 中 間 期 前 期
自平成17年1月01日 自平成16年1月01日 自平成16年01月01日

至平成17年6月30日 至平成16年6月30日 至平成16年12月31日

（資本剰余金の部）

資本剰余金期首残高 7,440,327 4,353,384 4,353,384

資本剰余金増加高 ― 3,086,875 3,086,943

増資による新株式の発行 ― 3,086,875 3,086,875

自己株式処分差益 ― ― 68

資本剰余金中間期末（期末）残高 7,440,327 7,440,259 7,440,327

（利益剰余金の部）

利益剰余金期首残高 11,197,882 7,234,100 7,234,100

利益剰余金増加高 1,643,823 2,226,135 4,474,325

中間（当期）純利益 1,643,823 2,226,135 4,474,325

利益剰余金減少高 391,621 298,982 510,542

配当金 352,621 257,082 468,642

役員賞与 39,000 41,900 41,900

利益剰余金中間期末（期末）残高 12,450,084 9,161,252 11,197,882

（単位：千円）

区　分 当 中 間 期 前 中 間 期 前 期
自平成17年1月01日 自平成16年1月01日 自平成16年01月01日

至平成17年6月30日 至平成16年6月30日 至平成16年12月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,375,375 566,029 5,257,429

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,357,954 △1,979,775 △4,909,858

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 923,848 5,720,293 4,900,971

現金及び現金同等物に係る換算差額 104,866 17,511 △ 101,905

現金及び現金同等物の増加額（△は減少額）△1,801,561 4,324,059 5,146,637

現金及び現金同等物の期首残高 11,144,704 5,998,067 5,998,067

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 9,343,143 10,322,126 11,144,704

（単位：千円）

区　分 当 中 間 期 前 中 間 期 前 期

平成17年6月30日現在 平成16年6月30日現在 平成16年12月31日現在

（資産の部）

流動資産 28,849,787 32,123,071 29,154,005

現金及び預金 9,343,143 10,322,126 11,144,704

受取手形及び売掛金 9,209,694 10,379,349 7,857,023

たな卸資産 9,160,104 10,054,151 8,593,451

繰延税金資産 286,754 509,649 464,310

その他 976,867 968,341 1,204,407

貸倒引当金 △ 126,776 △ 110,547 △ 109,891

固定資産 13,135,408 9,764,816 11,703,026

有形固定資産 10,886,560 8,465,191 9,681,205

建物及び構築物 2,335,522 2,319,932 2,306,918

機械装置及び運搬具 5,237,556 3,597,672 4,498,481

工具器具備品 1,667,123 1,218,088 1,434,049

土地 880,122 876,143 874,552

その他 766,235 453,355 567,203

無形固定資産 1,033,823 193,810 863,414

投資その他の資産 1,215,024 1,105,814 1,158,406

投資有価証券 632,902 598,900 628,249

繰延税金資産 396,096 342,319 348,676

その他 195,389 173,533 190,844

貸倒引当金 △ 9,364 △ 8,939 △ 9,364

資産合計 41,985,196 41,887,887 40,857,031
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単独財務情報

● 要約貸借対照表 ● 要約損益計算書

会社概要

● 会社概要

株式会社タムロン

1950年11月1日

1952年10月27日

埼玉県さいたま市見沼区蓮沼1385番地

69億23百万円

12月31日

3,525名（連結）

写真関連事業

一眼レフカメラ用交換レンズ／中判カメラ

中判カメラ用交換レンズ／カメラ用アクセサリー等

レンズ関連事業

ビデオカメラ用レンズ／デジタルカメラ用レンズ

携帯電話用レンズユニット

特機その他事業

CCTVカメラ用レンズユニット

プロジェクター用レンズユニット／精密金型

精密プラスチック成形品／原器

各種光学用デバイス部品等

● 役員

商 号

創 業

設 立

本 社

資 本 金

決 算 期

従 業 員 数

主な事業内容

取締役・監査役

代表取締役社長

専 務 取 締 役

専 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

執行役員

上 席 執 行 役 員

上 席 執 行 役 員

上 席 執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

小野　守男

河野　昭二

太田 均

白井　義博

長島　久明

新井　啓友

狩野　國弘

川合　 喬

新井　忠郎

大川　清司

冨吉　紀夫

安田　信一

川村　昭栄

関 廣司

高橋 薫

大瀬　英世

志村　忠寛

市川 敬

阿保　正行

鯵坂　司郎

桜庭　省吾

（単位：千円）

区　分 当 中 間 期 前 中 間 期 前 期

平成17年6月30日現在 平成16年6月30日現在 平成16年12月31日現在

（資産の部）

流動資産 25,983,451 30,101,317 26,328,236

固定資産 11,739,473 8,784,210 10,957,927

有形固定資産 5,905,947 4,261,285 5,359,016

無形固定資産 968,244 127,491 801,132

投資その他の資産 4,865,281 4,395,433 4,797,778

資産合計 37,722,925 38,885,527 37,286,164

（負債の部）

流動負債 9,663,088 12,196,383 9,621,408

固定負債 3,452,096 4,474,085 3,713,968

負債合計 13,115,184 16,670,469 13,335,376

（資本の部）

資本金 6,923,075 6,923,075 6,923,075

資本剰余金 7,440,327 7,440,259 7,440,327

利益剰余金 10,157,729 7,785,282 9,503,287

その他有価証券評価差額金 106,425 85,726 103,130

自己株式 △ 19,816 △ 19,284 △ 19,032

資本合計 24,607,740 22,215,058 23,950,787

負債・資本合計 37,722,925 38,885,527 37,286,164

（単位：千円）

区　分 当 中 間 期 前 中 間 期 前 期
自平成17年1月01日 自平成16年1月01日 自平成16年01月01日

至平成17年6月30日 至平成16年6月30日 至平成16年12月31日

売上高 25,315,214 29,044,831 59,267,624

売上原価 19,835,343 23,125,934 47,230,799

売上総利益 5,479,871 5,918,896 12,036,824

販売費及び一般管理費 3,515,878 2,998,819 6,454,471

営業利益 1,963,993 2,920,076 5,582,353

営業外収益 95,043 197,825 833,776

営業外費用 363,381 229,789 767,048

経常利益 1,695,656 2,888,112 5,649,080

税引前中間（当期）純利益 1,695,656 2,888,112 5,649,080

法人税、住民税及び事業税 508,156 1,052,480 1,838,223

法人税等調整額 141,436 86,142 131,803

中間（当期）純利益 1,046,063 1,749,489 3,679,053

前期繰越利益 1,627,674 1,568,659 1,568,659

中間配当額 ― ― 211,559

中間（当期）未処分利益 2,673,737 3,318,148 5,036,153
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ネットワーク

弘前工場 〒036-8254

青森県弘前市清水3-3-2

Tel ：0172-34-1144（代）

Fax：0172-33-2340

ISO9001、14001取得

浪岡工場 〒038-1325

青森県青森市浪岡大字北中野字下嶋田64-1

Tel ：0172-62-9555（代）

Fax：0172-62-9302

ISO9001、14001認証取得

大鰐工場 〒038-0243

青森県南津軽郡大鰐町大字八幡館字前田31- 1

Tel ：0172-47-6713（代）

Fax：0172-47-6715

ISO9001、14001認証取得

仏山工場（中国）TAMRON OPTICAL (FOSHAN) CO.,LTD.
West of Langbao Road City-West Industrial
Development Zone Foshan, 
Guangdong, CHINA

Tel ：+86-757-82982222

Fax：+86-757-82203442

http://www.tamron.com.cn

ISO9001、14001取得

アメリカ TAMRON USA. INC.

10 Austin Boulevard, Commack, NY 11725 USA

Tel : +1-631-858-8400    

Fax : +1-631-543-3963

http://www.tamron.com 

ドイツ TAMRON Europe GmbH.

Robert Bosch-Str. 9, 50769 Cologne, GERMANY

Tel : +49-221-970325-0     

Fax : +49-221-970325-4

http://www.tamron.de 

フランス TAMRON France EURL.

5, avenue Georges Bataille, F-60330 Le Plessis-

Belleville Boite postale 31, FRANCE

Tel : +33-3-44-60-73-00     

Fax : +33-3-44-60-23-34

http://www.tamron.de 

香港 TAMRON INDUSTRIES（HONG KONG）LIMITED

Units 25&27&29&31, 9th Floor, 

Hong Kong International Trade & Exhibition 

Center, 1 Trademart Drive, Kowloon Bay, 

Hong Kong

Tel : +852-2721-7797     

Fax : +852-2620-1631

http://www.tamron.com.hk 

上海 TAMRON OPTICAL (FOSHAN) CO.，LTD.
Shanghai Office

Room 1707, Ruijin Building, No.205, Maoming 

Road(S), Shanghai, 200020, CHINA

Tel : +86-21-5102-8880     

Fax : +86-21-5466-0229

http://www.tamron.com.cn 

東京営業所
〒101-0042
東京都千代田区神田東松下町14東信神田ビル5F
Tel ：03-3251-3856（代）
Fax：03-3251-3857

大阪営業所
〒542-0081
大阪府大阪市中央区南船場2-4-1
美貴ビル6F
Tel ：06-6271-4281（代）
Fax：06-6271-4283

札幌出張所
〒003-0022
北海道札幌市白石区南郷通18丁目南1-17
サニープレイス南郷105号室　
Tel ：011-863-6570
Fax：011-863-6588

東北出張所
〒036-8254
青森県弘前市清水3-3-2
Tel ：0172-35-8510
Fax：0172-33-2340

新潟出張所
〒957-0117
新潟県北蒲原郡聖篭町諏訪山1611-2
Tel ：025-427-3321
Fax：025-427-3371

中部出張所
〒501-6001
岐阜県羽島郡岐南町上印食5-43
ハイツマツバラ205号室
Tel ：058-240-5719
Fax：058-240-5719

福岡出張所
〒812-0013
福岡県福岡市博多区博多駅東3-13-33
岩朋ビル202号室
Tel ：092-473-2310
Fax：092-473-2370

本社　株式会社タムロン

〒337-8556
埼玉県さいたま市見沼区蓮沼1385番地
Tel ：048-684-9111（代）
Fax：048-683-8289
http://www.tamron.co.jp
ISO9001,14001取得

● 海外写真営業部
Tel ：048-684-9339
Fax：048-684-9349

● コンポーネント機器営業部
Tel ：048-684-9116
Fax：048-684-9465

● 特機営業部
Tel ：048-684-9129
Fax：048-683-8594

● 光デバイス営業部
Tel ：048-684-9176
Fax：048-684-9472
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〒337-8556 埼玉県さいたま市見沼区蓮沼1385番地　
Tel ：048-684-9111（代）
Fax：048-683-8289
http://www.tamron.co.jp

品質マネジメントシステム企業登録
ISO 9001 取得
タムロンは、国際的な品質マネジメントシステムの規格、
ISO9001に適合認定されています。

環境マネジメントシステム企業登録
ISO 14001 取得
タムロンは、地球環境対策にも積極的に取り組んでいます。本社／Head Office

● 大株主 （平成17年6月30日現在）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

株式会社ニューウェル 2,449 17.34

ソニー株式会社 1,564 11.08

株式会社宏友興産 764 5.41

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 603 4.27

株式会社埼玉りそな銀行 520 3.68

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 431 3.05

ザ チェースマンハッタンバンクエヌエイロンドン 272 1.92

日本証券金融株式会社 224 1.59

タムロン協力会社持株会 207 1.47

日本興亜損害保険株式会社 205 1.45

● 株式の状況

● 所有者別状況 （平成17年6月30日現在）

金融機関
32.18%

証券会社
0.20%外国法人等

13.80%

個人・その他
28.55%

その他法人
25.26%

所有者別比率

株主メモ

注 ソニー株式会社の持株数1,564千株は、みずほ信託銀行株式会社へ委託した信
託財産であります。
信託約款上、議決権の行使並びに処分権については、ソニー株式会社が指図権を
留保しております。

会社が発行する株式の総数 80,000,000株

発行済株式の総数 28,235,000株

1単元の株式数 100株

株主数 9,548名*
*（平成17年6月30日現在）

● 株主データ

決算期 12月31日

定時株主総会 3月中

基準日 12月31日

中間配当基準日 6月30日

名義書換代理人 東京都港区芝三丁目33番1号

中央三井信託銀行株式会社

同事務取扱所 東京都杉並区和泉二丁目8番4号

証券代行事務センター（〒168-0063）

中央三井信託銀行株式会社　証券代行部

Tel：03-3323-7111

同取次所 中央三井信託銀行株式会社　全国各支店

日本証券代行株式会社　本支店

公告掲載新聞名 日本経済新聞

決算公告 貸借対照表及び損益計算書を下記の当社ホーム

ページアドレスに掲載しております。

(http://www.tamron.co.jp/kessan/index.html)

◆お知らせ◆ 住所変更、単元未満株式の買取請求、名義書換及び配当金振込指定に
必要な各用紙のご請求は、名義書換代理人のフリーダイヤル0120-
87-2031で24時間受付しております。
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